
船舶事故調査報告書 

令和７年９月１７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 転覆 

発生日時 令和７年２月２２日 １３時４０分頃 

発生場所 神奈川県平塚市平塚漁港（新港）南南西方沖 

 大磯港西防波堤灯台から真方位０９０°２.０海里付近 

 （概位 北緯３５°１８.３′ 東経１３９°２１.６′） 

事故の概要  プレジャーボートBLUE
ブ ル ー

 OCEAN
オーシャン

 BASE
ベ ー ス

は、北進中、転覆した。 

事故調査の経過 令和７年３月１３日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート BLUE OCEAN BASE、総トン数なし（長さ２.８５ｍ） 

 第２９１－４３９５４号（船舶検査済票の番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 船外機に濡損 

 気象・海象 気象：天気 雨、視界 良好 

事故発生場所の東北東方約８kmに位置する辻堂地域気象観測所の２

月２２日の風向風速の観測値は、次のとおりであった。 

海象：波高 約０.５～１.０ｍ、水温：約１３℃ 

 平塚市には、令和７年２月２２日０４時２７分に強風注意報が発表

され、本事故当時も継続中であった。 

 

時 分 
平 均 最大瞬間 

風向 風速(m/s) 風向 風速(m/s) 

１３時３０分 北北西 ３.８ 北北西 １３.３ 

１３時４０分 南東 ２.２ 北西  ５.９ 

１３時５０分 北北東 ３.７ 北  ７.９ 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、友人（以下「同乗者」という。）

２人を乗せ、平塚漁港（新港）を出航し、同漁港南方沖で釣りを開始

した。 

 船長は、風波が強まり、雨が降ってきたので、帰航することとし、

平塚漁港（新港）に向けて本船を約３～５km/h の対地速力で北進させ

た。 

 本船は、船首方から強風を受けるとともに波が甲板上に打ち込んだ

ので、同乗者がバケツを使用して排水しながら航行を続けていたとこ

ろ、船首方から波が打ち込んで左舷側甲板上に滞留し、船内にも浸水

して左舷側に傾斜して転覆した。 

 船長及び同乗者２人は、落水後に付近の遊漁船に救助され、本船



は、転覆したまま、船長から通報を受けた海上保安庁の警備救難艇に

より平塚漁港（新港）にえい
．．

航された。 

 船長は、出航前、天気予報で午後に雨が降ることは知っていたが、

強風注意報が発表されていることを知らないまま、出航時に風が弱

かったので航行に支障はないと思い出航した。 

 本船は、長さ２.８５ｍの船体に出力４.４kＷの船外機を取り付

け、小型船舶として検査を受けており、船底がほぼ平らな構造で、海

面から舷縁までの高さが船首尾共に約０.４ｍであった。 

 船長及び同乗者２人は、救命胴衣を着用していた。 

分析  本船は、強風注意報が発表されている状況下、船長が、同注意報の

発表を知らず、天気の予報のみを確認して航行に支障はないと思って

出航したことから、天気の悪化に伴い帰航中、船首方から強い風波を

受けるようになり、多くの波が打ち込んで左舷側甲板上に滞留し、船

内に浸水して左舷側に傾斜し、転覆したものと考えられる。 

 船長は、出航時、風が弱かったことから、航行に支障はないと思っ

て出航したものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、強風注意報が発表されている状況下に出航した

ため、帰航中、船首から波が打ち込み、転覆したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・小型船舶の船長は、出航前に気象及び海象情報を入手する際、天

気や風速を確認するだけではなく、警報及び注意報の発表状況も

必ず確認し、自船の堪航性を考慮して出航の可否を適切に判断す

ること。 

 ・小型船舶の船長は、出航後、気象及び海象の変化に注意し、悪化

する兆しを認めた場合には、早めに帰航すること。 

 


